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ＪＲ東海労新幹線地本

地本は昨日「新幹線車内業務の見直し」についての解明をもとめて、新幹

線鉄道事業本部におよそ四十数項目にわたる要求を提出しました。

ところで、御用組合=東海ユニオンは、昨年の会社提案の翌日には早々と

膨大な項目の解明要求を提出しています。ユニオン執行部がたった一日で

要求をつくる能力があるとは到底思えません。

本来要求は、会社提案について組合員で討論し検討してつくるものです。

組合員との議論を全くやらないでどうして提案の翌日にどたばたと「緊急」に

申入れをしなくてはいけないのでしょうか。

会社の企画演出にしたがって、「新幹線車内業務の見直し」を円滑に実施

するための道を掃き清めているとしか思えません。

われわれは御用組合とは違い、地本執行部はもとより各分会および乗務員

分科会などで会社提案をしっかりと検討して要求をつくり、申し入れを行いま

した。

新幹線に乗務する車掌・運転士・ＪＲＣＰ社員の労働強化につながる「新幹

線車内業務見直し」に反対し闘おう！


